
令和７年度「シラバス」  教科：工業  科目：建築構造 

単位数 ２ 
学科（型） 

学年 

建設工学科（建築型） 

２年 

教科書 

副教材等 

建築構造（実教出版） 

 

学習目標 
鉄筋コンクリート構造、鋼構造における一般的な構造形式とその特徴を学習し、部材名称や

部材の働き、構成方法を理解する。 

学期 学習内容 学習のねらい 

1 

第３章 鉄筋コンクリート構造 

１ 構造の特徴と構造形式 ２ 鉄筋 

３ コンクリート 

 

４ 基礎  

５ 躯体 

 

６ 仕上げ 

・鉄筋の形状や規格、特性について理解する。また、構造的な役 
割について理解する。 

・コンクリートの特性や材料について学習し、材料やその調合に 
よって性質が変わることを理解する。また、構造的な役割につ 
いて理解する。 

・躯体の構成部材と配筋について理解する。また、部材の断面寸 

法について理解する。 

・仕上げ材料の名称や特徴を理解する。 

２ 

７ 壁式構造 

８ プレストレストコンクリート構造 

 

第４章 鋼構造 

１ 構造の特徴と構造形式 

２ 鋼と鋼材  

３ 鋼材の接合 

４ 基礎  

・開口部や階段の形式、部材名称、部材の配置を理解する。 

・構造の特徴を学習し、耐力壁、壁量、厚さ等の概略を理解する。 

 

 

・鋼の特性について学習し、建築物に用いられる鋼材の規格等に

ついて理解する。また、力学的特徴を理解する。 

・接合の種類、方法、応力伝達の方法などを理解する。 

・鋼構造に適した基礎の種類や形式について理解する。 

３ 

５ 骨組 ６ 仕上げ   

７ 軽量鋼構造と鋼管構造 

第５章 

１ 構造のあらまし 

２ 鉄骨鉄筋コンクリート構造 

３ コンクリート充填鋼管構造 

・構成する部材の名称や働きを理解する。また、耐火被覆は構法 

の概略を理解する。 

・外部仕上げ、内部仕上げ材料の名称や特徴を理解する。 

・合成構造に用いられる建築材料に関する基礎的な内容を理解す 

る。 

・各種構造の特徴を学習し、構成部材の概略を理解する。 

評価の観点 内   容 

知識・技術 

・建築物の構造や建築材料に関する基礎的な知識の習得をもとに、建築に関わる諸事項を

合理的かつ的確に遂行する技術や技能を身に付け、環境への配慮を心がけたうえで活用

することを理解している。 

思考・判断・表現 

・建築物の構造や建築材料に関する基礎的な知識や技能の習得をもとに、建築物の設計や

施工をするときに生じる諸問題の解決を目指して自ら思考し、判断し創意工夫する能力

を身に付ける。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・建築物の構造に関心を持ち、これらに関する基礎的な知識や技能の習得に粘り強く取り

組むとともに、学習状況を把握し、自ら立てた学習計画により取り組もうとしている。 

評 

価 

方 

法 

 学習状況は、「知識・技術」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の３つの評価の観点

で評価します。具体的には、主に「出席の状況」、「授業中の態度や取り組む姿勢」、「提出物」、「小テスト」、

「定期考査」により評価します。 

学 習 に 対 す る ア ド バ イ ス と 留 意 事 項 

○ 定期考査は、授業の内容から出題します。 

○ 課題やノート等の提出物は、必ず提出期限を守りましょう。 

○ 授業中は先生の指示をしっかり聞き、指示された通りの活動を行い、授業に積極的に参加してください。 

 


